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Ⅰ今月の鳥はキジ

①キジ キジ目キジ科 漢字名 雉

学名 Phasianus versicolor

英名 Japanese Pheasant

枚方淀川河川敷で4～6月の鳥はキジ、昨年

度に探鳥コースのほとんどで樹木伐採が行わ

れたことから、キジの声だけでなく姿が見られ

るとの思いがあり、今月の鳥としました。

探鳥会リストP-2 No64キジの観察回数が54

回と、年5～6回観察していることになりますが、

声だけの月があるので、姿を見るならば繁殖

期の4～6月が最適シーズンと思っています。

②大阪府のキジ （大阪府鳥類目録 2016） ↓
下図から、大阪府全体で留鳥として、繁殖している。 ③日本のキジ繁殖地分布 ↓

（鳥類分布調査会 2021年）
本州，四国，九州の林縁や草地，農耕地に生息する。自

然分布のほかに北海道や対馬， 南西諸島，伊豆諸島に

タイリクキジ(亜種コウライキジ)や亜種不明のキジが放鳥

され，定着している。

分布は拡大しており，特に北日本や日本海側，標高の高

い場所で顕著である。地上性の鳥 であるため，積雪の

減少が影響している可能性が考えられる。

次ページ観察鳥チェックリストの種名順は、日本鳥類目録改訂８版ベースに→→
日本鳥学会は2024年9月に、鳥類目録改訂８版を発表しました。これを受け、日本野鳥の会大阪支部ではこれまで鳥の集約は改訂７版をベース

にしていたが、2025年４月より改訂８版をベースに集約することになりました。

枚方淀川探鳥会の観察鳥チェックリストも、2025年4月より改訂8版ベースに並べ替えて表示することにしました。

表の左側に第7版と第8版の種名順Noを並べましたので、ご確認ください。

これまでキジ科がトップでしたが、カモ科がトップになりましたので、今月の鳥とした「キジ」はカモ科の後に表示されています。

しかも同じカモ科でも順番が違っており、例えばカルガモ（32→32）とマガモ（30→33）の番号が入れ替わっています。遺伝子解析が進んで、枝分

かれの年代がより精密に表示されるようになったと思われます。

また、亜種から独立し種になった鳥に、525ツグミ →531ツグミ・532ハチジョウツグミがありますので、枚方淀川探鳥会で観察できると思われるこ

とから、ハチジョウツグミｗ種として入れています。

③世界でのキジの分布 ➝
真木・大西（日本の野鳥590）平凡社

日本固有種。日本の国鳥。桃太郎の昔話

で親しまれている鳥。

日本では4亜種あり。第8版で人為的に輸

入された種として独立種となったタイリク

キジ（亜種コウライキジ）を含め、交雑化

が進み区別できなくなっているとのこと。

20200527（平）

4月の探鳥会、多数の方がお申込みいただいていましたが、天気予報の雨確率が50％以上のため、前日のうちに中止と決定しました。

実際には、朝まで雨が残っていたものの、探鳥会を開始する時間には雨が上がっており、探鳥会は実施できる状況でした。

ツグミ・シロハラなどの冬鳥の名残、キジ・ホオジロなど枚方淀川で繁殖する鳥の歌声を聞けたはずと思うと、非常に残念でした。

今後、天気予報の読みの精度を上げるとともに、前日雨予報でも開催か中止かは、当日集合場所で決める方向にできれば、と思っています。
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト（第8版）
観察回数は、平が担当した2012年1月～先月2024年12月までの13年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？

日本鳥学会による「日本鳥類目録」改定の経緯

改訂第6版（2000年） 鳥の分類が戦前からの形態（体の構造や外見の特徴）で分類

改訂第7版（2012年） 遺伝子解析の結果を初めて取り入れた（大幅な変更）

改訂第8版（2024年） 更に詳細な遺伝子情報を取り込んだ（種の順番に変更が多い）

└これから図鑑をと思われている方、第8版ベースかどうか確認の上、ご購入下さい
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Ⅲ 次回は6月1日（日)
午前9時 ラポールひらかた前

今日と同じように、大阪支部HPからホームズ様式からお申し込みください。

枚方淀川河川敷は夏鳥の歌声が響いていると思います。夏鳥のオオヨシキリ、

留鳥のホオジロ・ウグイスなどを確認したいと思っています。

オオヨシキリ（20220605)幅 良三氏）
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Ⅳ 先々月(3月2日)探鳥会報告

1月・2月に続いて関医タワーに止まっていたハヤブサを見てスタートとなった。淀
川河川敷は霧雨で視界がぼんやりていたが、ムクドリ群がセンダンの実を求め群で
飛び回り、ツグミも木々の樹上や草原に、石の上ではイソヒヨドリがポーズをして
くれた。淀川本流にはオオバン・キンクロハジロが多く、河川中央の砂地（中の
島）にカワウの群、1月から観察されているヘラサギが1羽のみ残っていたが、胸が
⻩⾦⾊の繁殖羽へ変化していた。
淀川河川公園枚方地区「多自然池」周辺は、樹木が伐採されたことで開園当初の風
景となっていたが、そこへハイタカが飛んできて、残っていた木に止まったので、
全員がゆっくり観察できた。ヨシ原からウグイスの法華経が聞こえ、アオジ・ホオ
ジロ・モズなども出た。⿊⽥川合流点周辺に残されていた樹林でアトリの群、川に
はイソシギも観察できた。 「野鳥通り」
と呼ばれていた樹林は鳥の止まり木として50m毎に残された木を除いて全伐されて
いるが、止まり木にはカワラヒワ・スズメ・ムクドリなどが休んでいた。更に「オ
オタカの森」にオオタカが飛んできて木に止まり、ここで営巣？かと期待を持たせ
たが、すぐに飛び去ってしまった。
磯島グランドで20羽のタヒバリを見て、雨がやや強くなったこともあり終了とした。
雨で見通し良くないこともあり観察種数は47種にとどまったが、ハイタカ・オオタ
カが観察できたことで、満足して終えることができた。

Ⅴ 万博公園の樹林変化とキジ

①万博公園のキジの観察頻度
万博公園探鳥会を始めたのが1985年2月、今から40年前でし

た。その頃万博公園はキジの天国、繁殖期の5月探鳥会で

開始～終了までキジの声をカウントし、50回も聞いたことが

ありました。それが、探鳥会では1998年5月以降観察したこと

は無く、2012年4月19日春の渡り調査中に、廣瀬達也氏が

確認(右写真）されたのが、万博公園最後のキジの姿です。

ヘラサギ ハイタカハヤブサ

残っていた樹林にアトリの群

写真4枚とも（西脇淳浩さん）

観察頻度＝観察回数／探鳥会回数

右記、3月の鳥の観察状況を読んでみると、3

月は冬鳥中心だったのに、2か月間でこんな

に変わるのかと、びっくりします。

②万博公園の航空写真

↑ (1981年）

田植えをしたばかりの田んぼのように、植えられた

木の1本1本がわかります。木が小さいため、木々

の間は草はらとなり、キジの天国でした。

↑ (1992年？）

木々が生長し、キジの好む草はらが無くなっ

ています。

右2枚の航空写真は2005

年の頃、当時の万博公園

事務所より、使用許可を

いただいたものです。

右写真の撮影年1992年

にやや疑問がありますが、

2000年より前であること

は間違いありません。

この2枚の写真から、万博

公園にキジのいなくなっ

た理由がよくわかります。

枚方淀川河川敷では樹

木が伐られたので、キジ

がよく観察できるのでな

いかと期待しています。
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